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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年6月18日(2009.6.18)

【公開番号】特開2008-4983(P2008-4983A)
【公開日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-001
【出願番号】特願2006-169646(P2006-169646)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/32     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/137   　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データの符号化を行う画像処理装置であって、
　符号化すべき前記画像データを取得する画像データ取得手段と、
　前記画像データ取得手段により取得された前記画像データの画像に、キャプションが含
まれているか否かを判定する判定手段と、
　前記画像データを量子化するための量子化パラメータを、前記画像の特徴量に応じて変
化させることで、符号化された前記画像データのビットレートを制御するレート制御手段
とを備え、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記レート制御手段が、前記画像においてキャプションが表示されている部分
の複数の画素で構成されるブロックに対して設定される量子化パラメータを、前記画像の
特徴量に係らず所定の値とする
　画像処理装置。
【請求項２】
　符号化すべき前記画像データの画像の動きに応じた、前記符号化すべき前記画像データ
の画像に対応する予測画像の画像データを生成する予測画像データ生成手段をさらに備え
、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記予測画像データ生成手段が、前記画像においてキャプションが表示されて
いる部分の複数の画素で構成されるブロックに対して設定される動きベクトルを、予め定
められた範囲の値とする
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　符号化すべき前記画像データの画像の動きに応じた、前記符号化すべき前記画像データ
の画像に対応する予測画像の画像データを生成する予測画像データ生成手段をさらに備え
、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
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れた場合、前記予測画像データ生成手段が、動きベクトルを設定するブロックであって、
前記画像においてキャプションが表示されている部分の複数の画素で構成される前記ブロ
ックのサイズを、予め設定されたサイズより大きいサイズとする
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　符号化すべき前記画像データの画像の動きに応じた、前記符号化すべき前記画像データ
の画像に対応する予測画像の画像データを生成する予測画像データ生成手段をさらに備え
、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記予測画像データ生成手段が、前記画像においてキャプションが表示されて
いる部分の複数の画素で構成される前記ブロックに対応するブロックを含む前記予測画像
データを生成するために用いられる画像のフィールドを、前記符号化すべき前記画像デー
タの画像と同じフィールドとする
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　符号化すべき前記画像データの画像の動きに応じた、前記符号化すべき前記画像データ
の画像に対応する予測画像の画像データを生成する予測画像データ生成手段をさらに備え
、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記予測画像データ生成手段が、前記画像においてキャプションが表示されて
いる部分の複数の画素で構成されるマクロブロックに対して設定されるマクロブロックモ
ードを、スキップト・マクロブロックとする
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　符号化すべき前記画像データの画像の動きに応じた、前記符号化すべき前記画像データ
の画像に対応する予測画像の画像データを生成する予測画像データ生成手段をさらに備え
、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記予測画像データ生成手段が、前記画像においてキャプションが表示されて
いる部分の複数の画素で構成される前記ブロックに対応する前記予測画像データを生成す
るために用いられる画像を、前記符号化すべき前記画像データの画像より時間的に前の画
像、または前記画像データの画像より時間的に後の画像のうちのいずれか一方とする
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　符号化すべき前記画像データの画像の動きに応じた、前記符号化すべき前記画像データ
の画像に対応する予測画像の画像データを生成する予測画像データ生成手段をさらに備え
、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記予測画像データ生成手段が、前記予測画像データの画素精度を、整数画素
精度、または１／２画素精度とする
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　符号化すべき前記画像データと、前記画像データに対応する予測画像データとの差分の
データに対して直交変換処理を施す直交変換処理手段をさらに備え、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記直交変換処理手段が、前記データに対してフレーム符号化モードで直交変
換処理を施す
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　符号化すべき前記画像データと、前記画像データに対応する予測画像データとの差分の
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データに対して直交変換処理を施す直交変換処理手段をさらに備え、
　前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定さ
れた場合、前記直交変換処理手段が、前記データに対して直交変換処理を施す単位である
直交変換サイズの値を、予め設定されたサイズより小さい値とする
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　画像データの符号化を行う画像処理装置の画像処理方法であって、
　符号化すべき前記画像データを取得し、
　前記取得された前記画像データの画像に、キャプションが含まれているか否かを判定し
、
　前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定された場合、前記画像デ
ータを量子化するための量子化パラメータを、前記画像の特徴量に応じて変化させること
で、符号化された前記画像データのビットレートを制御するレート制御手段が、前記画像
においてキャプションが表示されている部分の複数の画素で構成されるブロックに対して
設定される量子化パラメータを、前記画像の特徴量に係らず所定の値とする
　ステップを含む画像処理方法。
【請求項１１】
　画像データの符号化を行う画像処理装置に画像処理を実行させるプログラムであって、
　符号化すべき前記画像データの取得を制御し、
　前記取得された前記画像データの画像に、キャプションが含まれているか否かの判定を
制御し、
　前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定された場合、前記画像デ
ータを量子化するための量子化パラメータを、前記画像の特徴量に応じて変化させること
で、符号化された前記画像データのビットレートを制御するレート制御手段が、前記画像
においてキャプションが表示されている部分の複数の画素で構成されるブロックに対して
設定される量子化パラメータを、前記画像の特徴量に係らず所定の値とするように制御す
る
　ステップを含むコンピュータが読み取り可能なプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプログラムが記録されている記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の一側面は、画像データの符号化を行う画像処理装置であって、符号化すべき前
記画像データを取得する画像データ取得手段と、前記画像データ取得手段により取得され
た前記画像データの画像に、キャプションが含まれているか否かを判定する判定手段と、
前記画像データを量子化するための量子化パラメータを、前記画像の特徴量に応じて変化
させることで、符号化された前記画像データのビットレートを制御するレート制御手段と
を備え、前記判定手段により、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると
判定された場合、前記レート制御手段が、前記画像においてキャプションが表示されてい
る部分の複数の画素で構成されるブロックに対して設定される量子化パラメータを、前記
画像の特徴量に係らず所定の値とする画像処理装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２６】
　本発明の一側面の画像処理方法は、画像データの符号化を行う画像処理装置の画像処理
方法であって、符号化すべき前記画像データを取得し、前記取得された前記画像データの
画像に、キャプションが含まれているか否かを判定し、前記画像データの画像に、キャプ
ションが含まれていると判定された場合、前記画像データを量子化するための量子化パラ
メータを、前記画像の特徴量に応じて変化させることで、符号化された前記画像データの
ビットレートを制御するレート制御手段が、前記画像においてキャプションが表示されて
いる部分の複数の画素で構成されるブロックに対して設定される量子化パラメータを、前
記画像の特徴量に係らず所定の値とするステップを含む画像処理方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　本発明の一側面のプログラムは、画像データの符号化を行う画像処理装置に画像処理を
実行させるプログラムであって、符号化すべき前記画像データの取得を制御し、前記取得
された前記画像データの画像に、キャプションが含まれているか否かの判定を制御し、前
記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定された場合、前記画像データ
を量子化するための量子化パラメータを、前記画像の特徴量に応じて変化させることで、
符号化された前記画像データのビットレートを制御するレート制御手段が、前記画像にお
いてキャプションが表示されている部分の複数の画素で構成されるブロックに対して設定
される量子化パラメータを、前記画像の特徴量に係らず所定の値とするように制御するス
テップを含むコンピュータが読み取り可能なプログラムである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明の一側面の画像処理装置は、画像データの符号化を行う画像処理装置であって、
符号化すべき前記画像データを取得する画像データ取得手段（例えば、図１の画面並べ替
えバッファ１４２）と、前記画像データ取得手段により取得された前記画像データの画像
に、キャプションが含まれているか否かを判定する判定手段（例えば、図１のキャプショ
ン検出部１５５）と、前記画像データを量子化するための量子化パラメータを、前記画像
の特徴量に応じて変化させることで、符号化された前記画像データのビットレートを制御
するレート制御手段（例えば、図１のレート制御部１５４）とを備え、前記判定手段によ
り、前記画像データの画像に、キャプションが含まれていると判定された場合、前記レー
ト制御手段が、前記画像においてキャプションが表示されている部分の複数の画素で構成
されるブロックに対して設定される量子化パラメータを、前記画像の特徴量に係らず所定
の値とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本発明の一側面の画像処理方法は、画像データの符号化を行う画像処理装置の画像処理
方法であって、符号化すべき前記画像データを取得し（例えば、図１４のステップS１０
１の処理）、前記取得された前記画像データの画像に、キャプションが含まれているか否
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かを判定し（例えば、図１４のステップS１０３の処理）、前記画像データの画像に、キ
ャプションが含まれていると判定された場合、前記画像データを量子化するための量子化
パラメータを、前記画像の特徴量に応じて変化させることで、符号化された前記画像デー
タのビットレートを制御するレート制御手段（例えば、図１のレート制御部１５４）が、
前記画像においてキャプションが表示されている部分の複数の画素で構成されるブロック
に対して設定される量子化パラメータを、前記画像の特徴量に係らず所定の値とする（例
えば、図１５のステップS２０１）ステップを含む。
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